
下総

鎌倉観光の先がけ
　幕府が滅んだ後も、時の権力者が鎌倉を保護し続け、江戸時代中ごろからは、
地誌などで取り上げられたことで鎌倉は庶民にも広く知られるようになり、江戸
近郊の観光地となっていきました。

別荘地鎌倉と鎌倉文士
　明治時代になると、暖かく過ごしやすい気候に恵まれ、交通のアクセスが良く、
美しい海岸を持つ鎌倉は東京近郊のリゾート地や別荘地として人気を呼びまし
た。また、別荘に暮らすお客さんへの質の高い商品の提供や、別荘を訪問し注文
を受け、それぞれの要望に細かく応える「御用聞き（ごようきき）」などのサービ
スが展開され、鎌倉の商業形態の一つとして確立されるなど、別荘に由来して様
々な文化が発展しました。
　さらに、同じ時期には多くの作家や文人が住むようになり、活発な文芸活動も
展開されました。彼らはやがて「鎌倉文士」と呼ばれるようになり、文筆活動や地
域のまちづくりに貢献しました。

歴史と文化が描くモザイク画のまち
　鎌倉は、自然と一体となった中世からの社寺がただよわせる雰囲気の中に、
色々な時代の建築や土木遺構（どぼくいこう）、鎌倉文士らが残した芸術文化、
生業（なりわい）や行事など様々なパーツが、まるでモザイク画のように組み合
わされた特別なまちとなりました。
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